
第 41 号（3）

一般質問（2）

西東京市

質
問　

認
可
保
育
所
居
室
面
積

最
低
基
準
は
61
年
前
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
諸
外
国
と
比
較

し
て
も
最
低
水
準
だ
。
厚
生
労

働
省
は
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
勧
告
を
受
け
て
、
待
機
児

解
消
ま
で
の
一
時
的
措
置
と
し

て
、
東
京
等
に
限
り
、
基
準
の

緩
和
（
条
例
に
よ
る
上
書
き
）

に
つ
い
て
ゆ
だ
ね
る
と
し
た
。

こ
れ
で
は
現
在
の
国
最
低
基
準

よ
り
引
き
下
げ
ら
れ
、
詰
め
込

み
保
育
と
な
り
、
保
育
環
境
は

著
し
く
悪
化
す
る
。
こ
の
面
積

基
準
緩
和
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

市
長　

本
市
が
該
当
す
る
か
わ

か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
本

市
と
し
て
は
保
育
の
量
だ
け
で

な
く
、
質
に
つ
い
て
も
目
を
向

け
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

質
問　

待
機
児
問
題
は
深
刻
だ
。

本
市
で
は
現
在
、
す
み
よ
し
保

育
園
建
て
替
え
、
（
仮
称
）
ひ

ば
り
が
丘
団
地
内
保
育
園
が
建

設
中
で
あ
り
、
90
人
程
度
の
定

員
増
と
な
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

し
か
し
２
０
１
１
年
度
以
降
認

可
保
育
所
増
設
計
画
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
町
田
市
で
は
20
年

の
期
間
限
定
の
認
可
保
育
所
制

度
と
し
て
、
来
年
は
定
員
100
人

規
模
の
認
可
保
育
園
を
３
園
新

設
す
る
と
聞
く
。
こ
う
し
た
事

例
に
学
び
、
今
後
、
認
可
保
育

所
増
設
を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

今
後
、
先
進
市
の
取
り

組
み
事
例
を
参
考
に
研
究
、
検

討
し
た
い
。

質
問　

市
役
所
職
員
に
マ
ナ
ー

教
育
を
し
て
は
ど
う
か
。
外
国

で
は
困
っ
て
い
る
人
に
「
何
か

お
助
け
し
ま
し
ょ
う
か
」、「
何

か
お
困
り
で
す
か
」
と
積
極
的

に
声
を
か
け
る
。
本
市
の
対
応

は
大
丈
夫
か
。
窓
口
を
は
じ
め
、

常
に
来
庁
者
に
ア
ン
テ
ナ
を
光

ら
せ
市
民
サ
―
ビ
ス
に
努
め
よ
。

答
弁　

職
員
全
体
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
受
け
身
で
は
な
く

積
極
的
な
窓
口
対
応
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
接
遇
の
向
上
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

研
修
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

東
京
都
教
育
委
員
会
か

ら
公
立
小
学
校
の
４
校
に
１
校

で 

「*
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
が
発

生
し
て
お
り
、
特
に
40
～
50
代

の
教
員
の
ク
ラ
ス
が
多
い
と
い

う
実
態
が
公
表
さ
れ
た
。
学
習

支
援
員
を
１
ク
ラ
ス
に
１
人
つ

け
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

教
員
の
指
導
力
向
上
に

関
す
る
研
修
を
充
実
さ
せ
た
り
、

小
学
校
と
幼
稚
園
、
保
育
園
で

情
報
交
換
や
連
携
を
図
る
。
学

習
支
援
員
の
配
置
は
研
究
す
る
。

質
問　

子
ど
も
の
権
利
条
例
で

「
権
利
」
を
全
面
的
に
打
ち
出

す
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。「
権

利
」
よ
り
「
義
務
」
が
主
で
、

人
が
人
と
し
て
、
立
場
、
身
分

の
上
で
、
当
然
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。
我
々

大
人
が
子
ど
も
に
対
し
「
義

務
」
を
履
行
す
る
よ
う
な
手
だ

て
が
最
善
だ
と
考
え
る
（「
権

利
」
と
「
義
務
」
に
対
す
る
答

弁
が
さ
れ
な
か
っ
た
。）。

質
問　

国
の
政
策
で
市
が
直
面

す
る
困
難
は
何
か
。
対
処
は
。

答
弁　

地
域
主
権
で
自
主
財
源

を
大
幅
に
増
や
す
と
い
う
が
、

見
通
し
は
不
明
だ
。
市
税
収
入

は
極
め
て
厳
し
く
、
税
連
動
交

付
金
を
含
め
一
般
財
源
に
期
待

で
き
な
い
。
限
ら
れ
た
財
源
で

　

市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
。

質
問　

年
度
末
の
基
金
残
高
見

込
み
は
14
億
円
、
20
年
度
は
30

数
億
円
取
り
崩
し
た
。
必
要
な

財
源
を
確
保
で
き
る
の
か
。

答
弁　

今
後
21
年
度
決
算
の
剰

余
金
、
減
収
補
て
ん
債
等
で
基

金
の
積
み
増
し
を
す
る
。
国
は

地
方
財
源
の
充
実
を
う
た
っ
て

お
り
、
交
付
税
総
額
は
確
保
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

質
問　

地
域
主
権
で
政
策
選
択

の
自
由
度
は
高
ま
る
が
、
予
算

が
縮
小
し
、
政
策
に
め
り
張
り

が
必
要
に
な
る
。
基
軸
は
何
か
。

答
弁　

後
期
基
本
計
画
や
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
基
本
に
、
財
政
状

況
で
優
先
順
位
を
定
め
た
い
。

質
問　

事
業
の
廃
止
、
延
伸
も

視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
。
中
学

校
給
食
も
必
要
な
人
が
い
る
半

面
、
他
の
多
く
の
人
に
対
し
て

は
過
剰
サ
ー
ビ
ス
だ
と
の
議
論

も
あ
る
。
事
業
仕
分
け
で
施
策

全
体
を
見
直
す
べ
き
だ
。

答
弁　

事
務
事
業
評
価
後
、
施

策
評
価
を
試
行
中
だ
。
事
業
仕

分
け
は
成
果
を
見
て
い
く
。

意
見　

財
政
は
相
当
厳
し
い
。

市
民
の
参
加
で
事
業
仕
分
け
を

し
、
事
業
の
組
み
か
え
、
延
伸
、

廃
止
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

障
害
児
教
育
の
充
実
を

質
問　

通
級
指
導
学
級
の
増
設

が
望
ま
れ
て
い
る
。
保
護
者
の

送
り
迎
え
が
困
難
な
実
情
や
軽

度
発
達
障
が
い
児
の
実
数
を
見

据
え
、
増
設
を
検
討
せ
よ
。

答
弁　

児
童
数
や
学
校
施
設
の

状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

小
学
校
普
通
学
級
に
就

学
す
る
障
が
い
児
へ
の
介
助
員

の
配
置
日
数
増
と
、
中
学
校
へ

の
配
置
を
求
め
る
。

答
弁　

日
数
増
は
、
現
場
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
を
す
る
。

中
学
校
へ
の
配
置
は
、
さ
ら
に

調
査
・
検
討
を
す
る
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

質
問　

低
所
得
の
高
齢
者
に
配

慮
し
、
介
護
保
険
利
用
料
の
減

額
・
免
除
制
度
を
実
施
せ
よ
。

答
弁　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
900
名
を
超
え
る
。

解
消
の
手
だ
て
を
求
め
る
。

答
弁　

ひ
ば
り
が
丘
団
地
建
て

替
え
に
伴
い
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
介
護
老
人
保
健
施
設

が
、
ま
た
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
跡
地
に
介

護
老
人
保
健
施
設
が
建
設
予
定

で
あ
り
、
一
定
の
待
機
者
解
消

が
図
ら
れ
る
。
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
所
誘
致
を
積
極

的
に
行
う
。

公
共
施
設
へ
洋
式
便
器
を

質
問　

公
共
施
設
へ
の
洋
式
便

器
設
置
を
望
む
声
が
多
い
。
計

画
を
立
て
て
実
施
を
。

答
弁　

施
設
改
修
時
に
、
洋
式

便
器
に
取
り
か
え
て
い
き
た
い
。

質
問　

政
府
が
３
年
５
カ
月
ぶ

り
に
デ
フ
レ
宣
言
を
出
し
た
。

景
気
回
復
の
決
め
手
は
、
庶
民

の
所
得
を
増
や
し
て
消
費
の
拡

大
を
図
る
こ
と
。
市
は
地
域
の

最
大
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し

て
、
福
祉
・
教
育
・
環
境
・
防

災
・
医
療
な
ど
の
分
野
で
積
極

的
な
雇
用
に
踏
み
出
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
公
共
性
の
発
揮
・

確
保
を
図
り
、
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

行
財
政
改
革
に
当
た
っ
て
、

福
祉
の
切
り
下
げ
や
負
担
増
で

は
、
さ
ら
な
る
市
民
生
活
の
圧

迫
、
地
域
経
済
の
疲
弊
化
と
な

る
。
市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の

立
場
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答
弁　

市
民
生
活
を
支
え
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図

る
た
め
、
社
会
経
済
情
勢
に
対

応
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る
。

質
問　

来
年
度
予
算
編
成
に
向

け
、
市
民
税
の
落
ち
込
み
な
ど

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
て
も
、

市
民
の
生
活
や
雇
用
を
守
る
自

治
体
の
責
任
と
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

答
弁　

引
き
続
き
、
市
税
を
は

じ
め
税
連
動
交
付
金
な
ど
、
多

く
を
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
が
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
図

り
、
高
齢
化
・
少
子
化
対
策
、

経
済
対
策
、
雇
用
対
策
な
ど
の

行
政
需
要
に
的
確
に
こ
た
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

市
民
の
接
遇
と
子
ど
も
権
利
条
例

小*
一
プ
ロ
ブ
レ
ム

小
峰　

和
美
（
無
所
属
）

保
育
所
面
積
基
準
緩
和
は
問
題
あ
り

認
可
保
育
所
増
設
こ
そ
重
点
課
題
！

藤
岡　

智
明
（
共
産
）

質
問　

臨
時
職
員
と
嘱
託
員
の

雇
用
期
間
と
そ
の
更
新
は
ど
の

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　

臨
時
職
員
は
月
収
10
万
800
円
、

期
末
手
当
を
入
れ
て
も
年
収
約

131
万
円
で
、
嘱
託
員
は
月
収
約

10
万
６
千
600
円
で
期
末
手
当
が

な
く
、
年
収
約
117
万
円
と
の
こ

と
で
あ
る
。
生
活
保
護
以
下
の

年
収
で
あ
り
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

市
長　

臨
時
職
員
の
任
用
に
つ

い
て
は
、「
６
月
を
超
え
な
い

期
間
」
と
定
め
て
い
る
。
嘱
託

職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、「
１

年
以
内
と
し
、
４
回
に
限
り
更

新
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。

意
見　

解
雇
を
条
件
に
雇
用
す

る
民
間
大
企
業
の
期
間
工
と
通

じ
る
。
こ
の
点
で
も
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
で
あ
る
と
思
う
。

　

正
規
職
員
と
臨
時
職
員
・
嘱

託
員
と
の
休
暇
に
お
け
る
格
差

も
歴
然
と
し
て
い
る
。
待
遇
が

違
え
ば
当
然
、
勤
労
意
欲
や
使

命
感
に
影
響
す
る
。

　

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
答

申
は
、
第
３
次
行
財
政
改
革
大

綱
の
策
定
に
向
け
て
「
行
財
政

運
営
に
必
要
な
人
材
が
確
保
で

き
る
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

労
働
基
準
法
は
「
労
働
条
件

は
、
労
働
者
が
人
た
る
に
値
す

る
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を

充
た
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

今
こ
そ
、
憲
法
と
労
働
基
準
法

の
理
念
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て

見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保育園で遊ぶ子どもたち

憲
法
と
労
働
基
準
法
の
理
念
に
立
ち
返

っ
て
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
を

安
斉　

慎
一
郎
（
共
産
）

事
業
仕
分
け
を
実
施
し
て
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
予
算
を
確
保
せ
よ

森　

て
る
お
（
無
所
属
）

積
極
的
な
雇
用
で
公
共
性
を
確
保
し

質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

倉
根　

康
雄
（
共
産
）

就職情報コーナー（田無庁舎 2階）

通
級
指
導
学
級
の
増
設
・
障
が
い
児
へ

の
介
助
員
の
配
置
日
数
増
を
求
め
る

保
谷　

清
子
（
共
産
）


